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(美利河小学校卒業式)

今金町民憲章
民主主義に徹して生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

技能をみがき産業の開発に努め豊かな町にいたしましょう.

教養をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10月 1日



平
成
9
年
度
予
算
は
3
月
6
日
か
ら
同
日
ま
で
聞
か
れ
た
第
1
回
定
例

町
議
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て
悦
億
4
千
百
回
万
7
千

円
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

初
日
の
本
会
議
で
は
村
本
町
長
が
執
行
方
針
を
、
大
塚
教
育
長
が
教
育

執
行
方
針
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ま
し
た
。

今
月
号
は
、
新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
町
、つ
く

り
に
対
す
る
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
9
年
度
執
行
方
針

執
行
方
針
を
述
べ
る
村
本
町
長

平
成
9
年
第
一
回
今
金
町
議
会

定
例
会
に
あ
た
り
、
町
政
執
行
の

所
信
を
申
し
上
げ
る
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
基
本
的
方
針

を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
と
町
民

の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
こ
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

よ
る
野
菜
の
消
費
減
退
と
、
農
家

経
済
に
与
え
た
影
響
は
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

被
害
農
家
の
経
営
と
生
活
の
維

持
、
安
定
を
図
る
た
め
「
冷
害
に

よ
る
被
害
農
業
者
に
対
す
る
営
農

資
金
融
通
に
伴
う
利
子
補
給
条

例
」
に
よ
る
資
金
対
応
を
講
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
近
の
農
業
情
勢
は
、
極
め
て

厳
し
く
、
後
世
へ
健
全
な
今
金
町

農
業
を
引
き
継
ぐ
責
務
が
あ
る
こ

と
か
ら
第
四
次
農
業
振
興
計
画
を

策
定
し
、
農
業
者
の
み
な
さ
ま
と

相
談
し
な
が
ら
町
、
農
協
が

一
体

と
な
り
課
題
に
取
り
組
み
、
今
金

町
農
業
の
可
能
性
を
求
め
る
指
針

と
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す。。
農
業
振
興
事
業

基
幹
作
物
で
あ
る
稲
作
は
、
農

業
者
の
良
質

・
良
食
味
米
出
荷
に

対
す
る
意
欲
も
高
ま
り
、
平
成
七

年
度

「き
ら
ら
3
9
7
」
が
地
区

指
定
に
お
い
て
A
ラ
ン
ク
指
定
を

受
け
、
全
町
的
な
良
食
味
米
作
付

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
金
産
米
の
銘
柄
確
立
の
た
め

に
は
、
玄
米
バ
ラ
集
出
荷
調
製
施

設
を
最
大
限
に
活
用
し
、
農
業
者

の
労
働
力
軽
減
に
資
す
る
た
め
経

(
要
約
)

平
成
9
年
度
予
算
編
成
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
歳
入
に
お
い
て
不

安
定
な
経
済
情
勢
を
反
映
し
、
自

主
財
源
の
大
半
を
占
め
る
地
方
交

付
税
、
町
税
等
に
お
い
て
は
大
幅

な
伸
び
は
期
待
で
き
な
い
状
況
で

あ
り
、
弾
力
あ
る
健
全
財
政
体
質

維
持
の
た
め
起
債
借
入
額
の
抑
制

と
基
金
運
用
に
努
め
る
と
と
も

に
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
総
合
的

地
域
福
祉
施
策
の
充
実
な
ど
最
大

限
の
努
力
を
傾
注
し
、
特
に
川
年

記
念
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
町
民

か
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
意
向
に
配

慮
し
た
予
算
編
成
を
い
た
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
町
は
、
明
治
ぬ
年
瀬
棚
村
か

ら
分
村
し
、
利
別
村
と
し
て
発
足

以
来
、
川
年
に
当
た
る
と
と
も
に• • 

営
基
盤
確
立
農
業
構
造
改
善
事
業

に
よ
り
低
温
貯
蔵
庫
を
一
棟
建
設

し
、
今
金
町
産
米
の
集
出
荷
体
制

の
シ
ス
テ
ム
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す。
次
に
、
平
成
7
年
度
よ
り
交
付

税
措
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
段
村
漁

村
ふ
る
さ
と
事
業
で
、
後
継
者
育

成
対
策
と
し
て
農
業
後
継
者
育
成

対
策
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
地
域

農
業
の
振
興
と
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

野
菜
の
振
興
対
策
と
し
て
、
継

続
事
業
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
導
入
助

成
な
ど
を
含
め
た
野
菜
作
付
定
着

化
対
策
事
業
に
よ
る
補
助
及
び
補

頃
を
行
い
、
生
産
拡
大
に
励
め
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

。
畜
産
振
興
対
策
事
業

酪
農
へ
ル
パ

l
制
度
は
、
通
年

、
? 

21世紀に向け

豊かで住みよいまちづくり

活力あるふるさとづくり

へ
ル
パ

i
制
度
を
視
野
に
入
れ
た

中
で
、
臨
時
的
な
休
日
確
保
に
と

ど
ま
ら
ず

「ゆ
と
り
あ
る
生
活
」

の
た
め
定
期
的
な
休
日
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
優
れ
た
後
継
者

確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
く
る
み
の
組
織
的
な
共
同

活
動
を
通
じ
て
、
低
コ
ス
ト
生
産

の
推
進
を
図
る
地
域
低
コ
ス
ト
肉

用
牛
生
産
集
団
育
成
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

継
続
事
業
は
、
新
需
要
適
合
型

乳
牛
改
良
モ
デ
ル
事
業
、
乳
牛
輸

入
精
液
助
成
な
ど
を
含
め
た
酪
由
民

振
興
対
策
事
業
、
育
種
価
評
価
肥

育
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま

す。。
林
業
振
興
事
業

野
そ
駆
除
促
進
事
業
、
人
工
林

育
成
特
別
対
策
事
業
、
除
問
伐
奨

励
促
進
事
業
は
、
引
き
続
き
助
成

措
置
を
講
じ
、
ま
た
、
町
有
林
の

造
成
事
業
に
つ
い
て
も
、
広
葉
樹

改
良
事
業
の
ほ
か
保
育
管
迎
に
つ

い
て
も
実
施
し
、
林
業
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

。
土
地
改
良
事
業

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
利
別

川
地
区
の
事
業
は
、
一
期
地
区
、

二
期
地
区
の
事
業
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

町
制
施
行
切
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
を
迎
え
、
広
く
町
民
に
そ
の

意
義
が
十
分
理
解
さ
れ
る
よ
う
配

慮
し
、
間
年
記
念
事
業
推
進
委
員

会
等
で
協
議
、
検
討
を
か
さ
ね
、

議
会
お
よ
び
町
民
の
み
な
さ
ま
の

こ
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

7
月
日
日
の
記
念
式
典
を
は
じ
め

と
し
て
、
多
く
の
町
民
の
方
々
の

参
加
を
得
な
が
ら
事
業
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

国
際
交
流
は
、
若
い
世
代
の
国

際
理
解
と
国
際
感
党
を
身
に
つ
け

る
学
習
機
会
を
促
進
す
る
こ
と
が

一
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
本

年
も
日
中
青
少
年
交
流
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
7
年
度
か
ら

3
カ

年
計
画
で
中
学
生
の
ニ
ュ

I
ジ
l

、

.各会計の当初予算規模比較.

dZb三、 言十 名 9 年 度 前年度 増減金額 増減率%

般 dzx h 6.559， 158 7，076，452 L'.517，294 ム7.9

国民健康保険特別会計事業勘定 738，819 734， 561 4，258 0.6 

老人保健特別会計 1， 074， 745 840， 501 234，244 21. 8 

国民健康保険特別会計施設勘定 1，141，638 1，329，279 ム187，641 ム16.4

簡易水道事業特別会計 380，650 126，608 254， 042 66. 7 

老人保健特別会計施設勘定 317，614 317，614 100.0 

公共 下水 道事業特別会計 28，943 28，943 100.0 

計 10，241，567 10， 107，401 134， 166 1.3 

• • •• • 単 位 千 円• • -・・

ラ
ン
ド
へ
、
ペ
ガ
サ
ス
の
翼
派
遣

事
業
と
し
て
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
著
し
い
経
済

情
勢
の
変
動
で
基
金
利
子
の
運
用

で
は
財
源
不
足
を
生
じ
ま
す
の

で、

一
部

一
般
財
源
を
加
え
て
事

業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

代
替
輸
送
通
学
定
期
運
賃
差
額

補
助
に
つ
い
て
は
、
国
鉄
瀬
棚
線

の
廃
止
に
伴
い
昭
和
臼
年
要
綱
を

制
定
し
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

要
綱
の

一
部
を
改
正
し
、
期
間
を

継
続
し
て
平
成
ロ
年
3
月
白
日
ま

で
3
カ
年
延
長
し
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

情
報
技
術
の
急
速
な
進
歩
に
対

応
す
る
た
め
ゆ
月
を
目
途
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ホ

l
ムベ
l
ジ
を

開
設
し
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代

に
お
け
る
地
域
情
報
の
発
信
手
段

と
し
活
用
方
法
な
ど
十
分
検
討

し
、
地
域
特
産
品
な
ど
の
紹
介
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

〕2
 

〔

農
業
の
推
進

。
農
政
の
推
進

昨
年
の
本
町
農
業
は
、
融
雪
の

遅
れ
な
ど
、
各
作
物
と
も
平
年
作

を
下
回
り
、
ま
た
病
原
性
大
腸
菌

O

印
の
集
団
食
中
毒
の
発
生
に

〕
内
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道
営
事
業
は
、
神
丘
地
区
畑
地

帯
総
合
土
地
改
良
事
業
を
は
じ

め
、
神
丘
二
期
地
区
事
業
、
春
日

井
地
区
土
地
改
良
総
合
整
備
事

業
、
幾
代
地
区
段
免
農
道
援
備
事

業
、
利
別
地
区
地
域
交
流
促
進
段

道
整
備
事
業
、
田
代
高
台
地
区
山

村
基
幹
農
道
整
備
事
業
、
イ
マ
ヌ

エ
ル
地
区
内
属
道
整
備
特
別
対
策
事

業
、
南
川
地
区
地
す
べ
り
対
策
事

業
、
住
中
地
区
中
山
間
地
域
総
合

農
地
防
災
事
業
な
ど
、
い
ず
れ
も

継
続
事
業
で
実
施
し
ま
す
。

新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
豊
金

地
区
農
道
整
備
特
別
対
策
事
業
、

白
石
地
区
中
山
間
地
域
総
合
州
民
地

防
災
事
業
を
着
工
し
ま
す
。

団
体
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
神
丘

南
地
区
普
通
農
道
整
備
事
業
が
今

年
度
に
完
了
予
定
と
な
り
ま
す
。

中
里
川
沿
地
区
ふ
る
さ
と
農
道

緊
急
整
備
事
業
、
下
光
台
地
区
小

規
模
農
用
地
盤
備
事
業
、
幻
世
紀

型
水
田
農
業
モ
デ
ル
ほ
場
撃
的
事

業
の
四
地
区
を
継
続
事
業
で
実
施

し
ま
す
。

新
規
事
業
は
、
種
川
高
台
地
区

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
、
鈴
金

地
区
ふ
る
さ
と
股
道
緊
急
整
備
事

業
を
実
施
し
、
ま
た
、
団
体
蛍
事

業
で
実
施
す
べ
き
真
駒
内
ダ
ム
の

。
環
境
衛
生
の
推
進

地
域
環
境
の
保
全
や
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の

ご
み
の
減
量

・
リ
サ
イ
ク
ル
化
施

策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。容

棺
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
き
、
平
成

9
年
度
か
ら
段
階
的

に
、
リ
サ
イ
ク
ル
用
廃
棄
物
の
分

別
収
集
に
取
り
組
み
、
北
部
桧
山

衛
生
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
平

成
ロ
年
度
の
実
施
に
あ
た
り
、
基

本
計
画
の
作
成
や
具
体
的
実
施
方

法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

。
交
通
安
全
運
動
の
推
進

悲
惨
な
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止

を
重
点
目
標
と
し
て
、
運
転
者
に

対
し
て
安
全
速
度
の
励
行
と
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
を
呼
び
か

け
る
運
動
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
教
育
事
業
や
民
間

団
体
の
活
動
の
促
進
な
ど
、
関
係

機
関
等
と
密
接
な
連
棋
の
も
と

に
、
交
通
安
全
運
動
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

一
般
公
共
事
業

。
道
路
整
備
事
業

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
対
策
に

つ
い
て
は
、

町
費
助
成
を
も
っ
て

対
処
し
て
い
き
ま
す
。

。
商
工
業
の
振
興

商
工
会
が
、
実
絡
す
る
経
営
改

善
普
及
事
業
を
積
極
的
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、

中
小
企
業
の
経
営

安
定
を
図
る
た
め
、
企
業
者
の
経

蛍
努
力
と
棺
ま
っ
て
特
別
融
資
制

度
や
利
子
補
給
な
ど
金
融
而
で
の

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

。
観
光
の
振
興

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
は
、

近
隣

に
公
営
施
設
が
増
加
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
利
用
客
が
大
幅
に
減
少

し
、
非
常
に
厳
し
い
経
営
環
境
に

お
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
ダ

ム
の
湖
面
利
用
施
設
の
盤
備
に
つ

い
て
も
着
手
し
、
豊
か
な
自
然
や

歴
史
な
ど
、
既
存
施
設
の
利
用
拡

大
に
向
け
な
お

一
周
努
め
て
い
き

ま
す
。

保
健
・
福
祉
環
境
の
充
実

。
保
健
・
福
祉
関
係

今
金
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

に
基
づ
き
、

「総
合
福
紘
施
設
の

建
設
」
構
想
の
取
り
組
み
の
中

で
、
平
成
6
年
度
、
町
の
最
重
要

( . • 

日
進
黄
金
線
改
良
舗
装
工
事
、

御
影
光
台
線
凍
雷
管
防
止
工
事
、

緑
幸
線
特
改

一
種
工
事
、
春
日
井

線
防
雪
柵
設
置
工
事
を
継
続
事
業

と
し
て
実
施
し
、
新
規
事
業
と
し

て
は
、
緑
昇
線
改
良
工
事
、
金
文

中
央
線
舗
装
工
事
、
田
代
築
廃
線

防
座
処
理
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

。
都
市
計
画
事
業

継
続
事
業
で
街
路
事
業
の
三

・

四
・
二
利
別
通
築
造
工
事
を
実
施

し
、
南
通
線
受
託
事
業
に
つ
い
て

は
、
用
地
の
取
得
及
び
補
償
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

土
木
現
業
所
が
行
う
事
業
で
あ

り
ま
す
が
、
4
月
か
ら
開
校
さ
れ

る
高
等
養
護
学
校
付
近
よ
り
国
道

ま
で
の
区
間
を
新
規
事
業
で
施
工

す
る
予
定
で
す
。

後
志
利
別
川
河
川
緑
地
運
動
公

園
造
成
工
事
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
で
認
可
区
域
の
整
備
が
完
了
と

な
り
ま
す
の
で
、
チ
ブ
タ
ウ
シ
ナ

イ
川
合
流
点
か
ら
ト
マ
ン
ケ
シ
ナ

イ
川
合
流
点
区
間
の
公
園
整
備
を

継
続
し
て
実
施
予
定
で
あ
り
、
こ

れ
に
伴
う
認
可
申
諮
の
手
続
き
を

し
て
い
き
ま
す
。

。
公
共
下
水
道
事
業

平
成
7
・
8
年
度
の

2
カ
年
間

で
調
査
い
た
し
ま
し
た
基
本
計
画

施
策
と
し
て
位
輩
、
つ
け
、
平
成
7

年
度
か
ら
2
カ
年
継
続
で
建
設
並

び
に
開
設
の
準
備
を
し
、

4
月
を

目
ど
に
施
設
運
営
の
試
行
及
び
職

員
接
遇
研
修
の
必
要
性
か
ら
、
こ

の
3
月
に

一
部
入
所
者
を
も

っ
て

供
用
開
始
し
て
い
ま
す
。

。
総
合
福
祉
施
設

効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
拠
点
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

老
人
保
健
施
設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

7
施
設
と
病
院
及
び
社
会
福
祉
施

設
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
生
か

し
つ
つ
、
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

老
人
保
健
施
設
職
員
、
保
健
福

祉
献
職
員
、
社
会
縞
祉
協
議
会
職

員
と
が

一
体
的
に
取
り
組
み
、
新

し
く
組
織
し
た

「今
金
町
保
健
・

が
ま
と
ま
り
、
本
年
度
か
ら
特
別

会
計
を
も
っ
て
実
施
の
運
び
と
な

り
ま
す
。
下
水
道
の
状
況
を
見
ま

す
と
全
道
の
普
及
率
が
M
パ
ー
セ

ン
ト
と
高
い
普
及
率
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
住
民
の
意
向
を
十
分
に

反
映
さ
れ
る
事
業
推
進
体
制
を
図

り
ま
す
。

。
流
雪
溝

開
発
建
設
部
、
土
木
現
業
所
、

町
の
三
者
に
よ
る
協
議
の
中
で
町

が
維
持
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
近
年
、
高
齢
化
や
空
屋
等
が

周
加
し
、
こ
れ
に
伴
う
初
雪
作
業

を
季
節
労
働
者
対
策
の
中
で
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、

作
業
員
が
高
齢

化
と
な
り
排
雪
作
業
が
困
難
な
状

況
と
な

っ
て
い
ま
す。

今
後
の
維
持
管
理
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、

三
者
間
で
十
分
な
る
協

議
を
重
ね
、
推
進
を
図
り
ま
す
。

。
公
営
住
宅
建
設
事
業

医
療

・
福
祉
総
合
推
進
協
議
会
」

を
は
じ
め
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調

整
チ

l
ム
な
ど
の
活
用
に
努
め
、

民
生
児
童
委
員
、
保
健
推
進
員
、

福
祉
関
係
諸
団
体
と
相
互
の
連
携

に
よ
り
地
域
福
祉
活
動
の
促
進
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

。
高
齢
者
福
祉
の
充
実

高
齢
者
福
祉
寮
の
継
続
的
開

設
、
特
別
養
強
老
人
ホ

l
ム
に
お

け
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
老
人
保

健
施
設
の
デ
イ
ケ
ア
と
の
有
効
利

用
の
促
進
、
高
齢
者
世
帯

・
一
人

暮
ら
し
世
帯

へ
の
緊
急
速
絡
通
報

シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
生
活
用
具
の

給
付
と
貸
付
、
温
泉
入
浴
券
の
配

布
、
在
宅
老
人
除
雪
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
生
活
環
境
整
備
の
充
実
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
給
食
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
総
合
福

祉
施
設
に
お
け
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
事
業
が
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
の
利
用
が
大
き
く
期
待

さ
れ
ま
す
。

。
障
害
者
福
祉
の
推
進

重
い
障
害
が
あ
っ
て
も
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
希
望
す
る
人
た

ち
が
問
え
、
長
期
的
視
点
で
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
共
に
支

え
合
う
「
人
に
や
さ
し
い
地
域
社

9年度一般会計予算は65億59，158千円
その内訳は・ 0・• 88，399 (1.4) 

1，472 (0.0) 

5，000 (0.1) 

877，572 (13.4) 公債費

教育費

611，616 (9.3) 

447，979 (6.8) 

債 609，800(9.3) 

国庫支出金

町

会
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、
障

害
者
の
正
し
い
理
解
の
促
進
、
保

健
・

医
療
の
充
実
、
自
立
と
社
会

参
加
の
促
進
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

一
層
の
充
実
に
努
め
、
町
民

一
丸

と
な

っ
て

「幸
せ
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
逝
進
し
て
い
き
ま
す
。

。
保
健
衛
生
の
推
進

総
合
福
祉
施
設
に
設
置
し
た
保

健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
従

来
に
憎
し
て
地
域
住
民
に
密
着
し

た
健
康
教
育
や
健
康
相
談
指
導
を

は
じ
め
、
各
種
健
康
診
査
、
各
種

検
診
に
よ
る
予
防
・
早
期
発
見
・早

期
治
療

・
機
能
訓
練
等
の
対
人
保

健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
行
う
と

と
も
に
、
健
康
づ
く
り
の
実
践
運

動
を
展
開
し
、
乳
幼
児
か
ら
老
人

〕AU『〔

ま
で
の
町
民

一
人
ひ
と
り
の
健
康

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農林水産業質

1，071，448 (16.3) 

諸収入

747，196 (11.4) 

)は

581，516 (8.9) 

単位は千円、(

構成比率で%

町税

95，508 (1. 4) 
101，372 (1.6) 
14，156 (0.4) 

100，631 (1.5) 
115，000 (1.8) 
66，000 (1.0) 
13，001 (0.1) 

13，000 (0.4) 

繰入金

使用料及び手数料

財産収入

分担金及び負担金

地方譲与税

自動車取帯税交付金

その他
地方消費税交付金

〕5
 

〔



平
成

8
年
度
よ
り
曙
団
地
公
蛍

住
宅
の
建
替
に
着

工
し
て
い
ま

す。

昨
年
発
注
い
た
し
ま
し
た
1

練

6
戸
(
公
営
住
宅

4
戸
、
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
2
戸
)
は
、
建
設

中
で
あ
り
本
年

9
月
に
完
了
見
込

み
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
に
お
い
て
も

2

カ
年
計
画
で

1
棟

6
戸
を
建
設
し

継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

。
消
防
、
防
災
対
策

消
防
施
設
の
整
備
と
し
て
、
消

防
車
が
更
新
時
と
な
り
、
第
二
分

団
に
お
い
て
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
を
配
備
し
、
あ
わ
せ
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
住
吉
地
区
に
、

消
火
絵

一
基
を
増
設
し
消
防
水
利

の
確
保
に
努
め
、

地
域
住
民
と
共

に
生
命
、
財
産
を
守
っ
て
ま
い
り

に
適
合
し
た
水
と
判
断
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
本
年
度
、
簡
易
水
道
事

業
経
蛍
認
可
申
諸
手
続
と
事
業
の

着
工
に
よ
り
水
道
事
業
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

教
育
執
行
方
針

に
つ
い
て

社
会
の
様
々
な
面
で
急
速
な
変

化
が
進
行
し
て
お
り
、
幻
世
紀
を

展
望
し
た
新
し
い
世
紀
を
拓
く
創

造
性
あ
ふ
れ
る
社
会
を
つ
く
り
上

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
教
育
の
果

た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
く
学
校

は
も
と
よ
り
、
家
庭
や
地
域
社
会

も
含
め
た
全
体
の
な
か
で
、
町
民

-
人
ひ
と
り
が
蛍
か
な
人
生
を
送

る
た
め
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
本
町
教
育
行
政
の
推

進
に
努
力
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

。
学
校
教
育
の
推
進

い
じ
め
は
、
す
べ
て
の
学
校
に

発
生
の
芽
が
あ
る
と
の
認
識
の

下
、
家
庭
、
子
供
、
教
師
と
の
連

携
で
信
頼
関
係
を
深
め
集
団
生
活

を
通
し
て
心
の
教
育
に
配
慮
し
、

早
期
発
見

・
早
期
指
導
の
徹
底
を

ま
す
。

特
別
会
計

。
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
事
業
勘
定

今
年
度
の
医
療
保
険
制
度
の
改

正
は
、
今
後
の
医
療
保
険
制
度
の

安
定
的
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、

5
月
1
日
か
ら
健
康
保
険
被
保
険

者
本
人
の
療
養
給
付
の

一
部
負
担

割
合
を
現
行
の

一
割
負
担
か
ら
本

則
の

二
割
負
担
に
す
る
。
ま
た
、

被
保
険
者
本
人
、
家
族
の
療
養
給

付
に
お
い
て
外
来
で
薬
剤
交
付
を

受
け
る
際
に

一
種
類

一
日
分
日
円

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

国
保
制
度
の
改
正
で
は
、
被
用

者
本
人
の
現
行
三
割
の
定
率
負
担

に
加
え
、
療
養
給
付
に
お
き
ま
し

て
外
来
で
薬
剤
交
付
を
受
け
る
際

に

-
種
類

一
日
分
団
円
の

一
部
負

担
と
な
り
ま
す
。

4
月

1
日
か
ら
は
、
保
険
税
の

賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
中
間
所
得

層
の
過
重
な
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
現
行
臼
万
円
か
ら
臼
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

税
の
決
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

所
得
の
動
向
や
医
療
費
の
推
移
を

把
握
し
賦
醐
臨
時
期
ま
で
十
分
検
討• • 

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

。
美
利
河
小
学
校
の
山
村
留
学

平
成

9
年
度
に
は
、
地
域
の
児

童
も
含
め
ロ
名
で
学
校
運
営
が
図

ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
地
域
自
治

会
、
留
学
推
進
協
議
会
と
密
接
に

連
脱
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

。
学
校
給
食

病
原
性
大
腸
菌
O

|
印
の
終
息

宣
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も

十
分
注
意
し
な
が
ら
安
全
な
給
食

の
供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

。
社
会
教
育
の
推
進

町
民

一
人
ひ
と
り
教
育
文
化
ス

ポ
ー
ツ
の
発
展
を
期
し
、
町
内
諸

官
公
庁
、
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
領

域
に
お
い
て
持
っ
て
い
る
教
育
機

能
を
十
分
発
防
で
き
る
よ
う

「今

金
町
社
会
教
官
中
期
計
画
」
を
道

し
、
次
期
定
例
議
会
に
提
案
し
ま

す。。
老
人
保
健
特
別
会
計
事
業
勘
定

高
齢
化
に
伴
い
老
人
医
療
受
診

者
数
に
つ
い
て
は
、
年
々
問
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
医
療
費
に
お
い

て
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
国
に
お

い
て
は
、
老
人
医
療
に
お
け
る
費

用
負
担
等
制
度
の
見
直
し
を
行

い
、
運
蛍
の
安
定
化
を
図
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
も
制
度
の
改

正
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
内
容
は
老
人
医
療
拠
出
金

の
老
人
加
入
割
合
の
上
限
は
、
平

成

8
年
度
M
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
平

成

9
年
度
お
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
老
人
医

療
費
の

一
部
負
担
に
つ
い
て
は
、

4
月

1
日
か
ら
現
行
の
外
来

一
部

負
担
は
千
加
円
か
ら

1
力
月
に
同

一
の
保
険
医
療
機
関
ご
と
に
四
固

ま
で
を
限
度
と
し
て

一
回
に
つ
き

5
百
円
に
、
薬
剤
負
担
は

一
種
類

一
日
分
で
日
円
の
負
担
と
な
り
、

入
院
の

一
部
負
担
は

一
日
7
百
川

円
か
ら
千
円
に、

低
所
得
者
に
つ

い
て
も
入
院
一
日

3
百
円

(
2
力

月
限
度
)
か
ら

5
百
円
に
、
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
、
薬
剤
負
担

を
除
く

一
部
負
担
の
額
は
、
医
療

費
の
伸
び
に
応
じ
て
ス
ラ
イ
ド
さ

標
と
し
て
自
ら
検
証
し
、
次
年
度

に
向
け
た
実
践
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

。
ピ
リ
力
遺
跡
の
保
存
整
備
事
業

博
物
館
計
画
の
見
直
し

を
図

り
、
文
化
的
遺
産
を
よ
り
良
い
方

法
で
保
存
を
計
図
し
な
が
ら
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

。
道
立
今
金
高
等
養
護
学
校
の
開

-
H
V
A
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一二
間
口

M
名
で

4
月
日
日
に
入

学
式
、
落
成
式
に
つ
き
ま
し
て
は

6
月

6
日
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

町
と
い
た
し
ま
し
て
も

一
部
予
鉢

を
計
上
し
、
町
民
の
ご
理
解
の
も

と
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
後
援
会
の

お
力
を
お
か
り
し
な
が
ら
支
援
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
消
費
税
引
き
上
げ

に
伴
う
診
療
報
酬
等
の
引
き
上

げ
、
薬
師
基
準
率
の
引
き
下
げ
が

な
さ
れ
ま
す
。

。
国
保
病
院

平
成

9
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成

6
年
度
に
計
画
い
た

し
ま
し
た
国
保
病
院
財
政
再
建
計

画
に
基
づ
き
、

一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
金
は
、
新
た
に
不
採
算
地
区

病
院
の
認
定
の
も
と
に
い
わ
ゆ
る

赤
字
対
策
費
は
計
上
せ
ず
、
負
担

金

・
補
助
金

・
出
資
金
の
全
て
基

準
内
の
繰
出
と
し
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
を
図
り
、
病
院
経
蛍
に
つ
き

ま
し
て
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

環
咲
の
な
か
に
あ
り
ま
す
が
、
今

後
に
向
け
て
、
な
お

一
層
の
努
力

を
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

。
老
人
保
健
施
設

3
月
か
ら
開
設
、

一
部
供
用
を

開
始
し
、
経
営
の
第

一
歩
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

施
設
入
所
、
短
期
入
所
、
通
所

と
更
に
訪
問
看
護
事
業
の
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
本
人
や
、
ご
家
族

と
の
充
分
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

る
と
同
時
に
、
在
宅
介
畿
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
協
調
で
、
喜
ん
で
い

• ' 

た
だ
け
る
施
設
を
目
指
し
て
運
営

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〕6
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。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

現
在
、
簡
易
水
道
施
設

6
カ
所

に
よ
り
給
水
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
水
道

法
に
適
合
し
な
い
施
設
も
あ
り
、

こ
れ
ら
の
地
区
で
は
国
営
、
道
営

の
飲
雑
用
水
等
の
小
規
模
な
農
業

用
水
を
利
用
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

飲
料
水
の
衛
生
確
保
を
図
る
た

め
神
丘
地
区
を
簡
易
水
道
新
設
事

業
に
よ
る
整
備
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
す
で
に
着
工
済
の
さ
く
井

工
事
に
お
け
る
深
井
戸
の
揚
水
試

験
、
水
位
回
復
試
験
、
全
項
目
水

質
試
験
等
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

結
果
、
水
質
に
お
い
て
も
水
道
水

農
業
委
員
会
が
役
場

3
階
に

異
動
し
ま
す
。

4
月
1
日
よ
り
農
業
委
員
会
は

町
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
異
動
し
、
役

場

3
階
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

町
民
セ
ン
タ
の
管
理
は
、

4

月
か
ら
町
民
税
住
民
運
動

・
交
通

安
全
係
に
お
い
て
所
管
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

3
階
配
置
図

政
業
委
員
会

大 諜林

会
長
室

t主耕地IJ日発~室

!車

白官A 
Z三

書

な
お
、
使
用
願
い
等
の
事
務
手

続
き
は
、
従
来
ど
お
り
町
民
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

経
済
部
長
室
が
、

3
階
か
ら

l

階
に
異
動
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

1
階
配
置
図

税務課

出納当証

正而
玄l量1

ロビー

1m 設建

企画
制整課
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青年婦人合同文化祭

多彩な催しを披露

第
羽
田

青
年
団
体
連
絡
協
議
会
と
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
が
共
催
で

3
月

2
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

背
年
婦
人
合
同
文
化
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。

生
け
花
、
ち
ぎ
り
絵
、
陶
穏
な

ど
作
品
展
示
、
お
茶
(
抹
茶
)
の

サ
ー
ビ
ス
、
う
ど
ん
、
手
打
ち
そ

ば
、
五
目
飯
な
ど
の
バ
ザ

l
で
賑

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

研
修
報
告
で
は
、
金
原
婦
人
会

の
諸
戸
志
快
子
さ
ん
の
婦
連
協
道

i • • 

舎
金
町
森
林
組
合
総
会
開
催

農業後継者新規就農祝賀会

農業後継者を励ます

s 

今
金
町
森
林
組
合
(
組
合
長
荒

井

正

信

組

合

員

数

4
5
1
人
)

の
通
常
総
会
が

2
月
お
目
、
町
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
荒
井
組
合
長
の
あ

い
さ
つ
の
中
で
、
北
部
槍
山
、
大

成
、
今
金
町
森
林
組
合
の
合
併
問

題
に
触
れ
、
「
新
年
度
か
ら
協
議

会
を
設
け
協
議
を
進
め
る
」
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成

8
年
度
の
事
業
報

告
、
新
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を

農
業
委
員
会
の
主
催
で

3
月
間

目
、
第

3
回
農
業
後
継
者
就
農
祝

賀
会
並
び
に
前
年
度
就
践
者
奨
励

証
出
交
付
合
同
祝
賀
会
が
農
業
関

係
者
切
人
あ
ま
り
が
参
加
し
、

町

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た。
今
年
度
農
業
を
継
く
の
は
、

U

タ

l
ン
組
み
を
含
め

9
人
と
な

り
、
祝
賀
会
に
は

8
人
と
昨
年
の

就
脱
者

2
人
が
出
席
し
、
村
本
町

長
よ
り
就
農
奨
励
証
告
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

町
長
の
激
励
に
対
し
、
就
曲
目
者

を
代
表
し
て
上
村
明
腹
さ
ん
が

通

一
国
民
年
金

迫

田

「
|
Q
&
.A

ha

私
の
夫
は
老
齢
厚

也

、

.

，

.
生
年
金
を
受
給
し
、

a-・

私
の
加
給
年
金
も
加

通

算

さ

れ

て

い

ま

す

。

私
は
日
歳
で
す
が
老
後
は
夫
の

通
年
金
だ
け
で
十
分
な
の
で
国
民
年

金
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

通

'

自
分
の
年
金
を
受

h
・
・

け
る
た
め
に
加
入
し

l
a司
]

ま
し
ょ
う
。

E

.

ご
主
人
が
厚
生
年

金
保
険
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
て

温
も
、
あ
な
た
は
、

ω歳
ま
で
は
国

ba

n
司h

u
 

i
Aw

b

 

ν

ゐ

守

寸

s
a

k

宙

家

一
(
ゆ
@

Ba
a
 

ν
凸

ω

む

二
国

a

k

鴎凸

ω

B
 

E
 

E
 

E
 

E
 

E
 

E
 

E
 

E
 

内
視
-w
R
研
修
報
告
(
道
立
新
篠
津
通

高
等
養
護
学
校
)
と
今
宵
協
の
佐

藤
貴
弘
さ
ん
は
川
月
に
開
催
さ
れ
通

た
全
道
女
子
青
年
研
修
会
運
営
を

振
り
返
っ
て
の
報
告
が
述
べ
ら
れ
温

ま
し
た
。

報
告
後
、
総
合
福
祉
施
設
「
と
通

し
べ
つ
」
に
つ
い
て
の
施
設
の
諮
温

和
が
あ
り
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
o

E

午
後
か
ら
は
芸
能
発
表
に
移

り
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
歌
、
踊
り
亙

な
ど
会
場
は
盛
り
上
が
り
合
同
文

化
祭
を
大
勢
の
方
が
楽
し
み
ま
し
通

た。決
め
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。新

し
く
互
選
さ
れ
た
役
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

組

合

長

理

事

荒

井

正

信

理

事

吉

田

吉

郎田

中

茂

光

嶋

喜

好

伊

藤

良

作

岡

林

晃

行

千

葉

努

苅

屋

賞

広

沢

功

小

西

術

竹

内

正

夫

" " " " " " 

l咋代

表

幹

事事

" 

「
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
取
り
組
み

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

泌されますミあなたの声が遁っくりに• • 建設省の訪問機関である道路審議会は f21世紀みちを考える委員会」を設け、平成10年から始ま

これをる新しい道路の計画の検討にあたって、昔|画策定から広く国民の皆さんに意見をいただき、

踏まえて論議を進めています。

委員会では、その質量な声を活かしつつ、新しい時代に向けての道路計画の基本的考えをまとめ

を作成しました。

「中間とりまとめ」を通して、これまでの道路政策を見直し、あらため

る単備を進め「中間とりまとめ」

(8) 

て皆さんからご意見をいただきたいと思います。あなたの自由なご意見、

また、「中間とりまとめ」を入手されたい方は下記にお問い合わせくだ

さい。

0138-42-7111 (内353)

0138-5ト9120(内4151)

{系

企画調製係

画入
iζ 課

企画調整室

ご提案をお待ちしています。

路道※函館開発建設部

※函館土木現業所

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
婆
で
も
臼
歳
に
な

っ
た
と
き

に
、
本
人
名
義
の
年
金
を
支
給
し

よ
う
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も

の
で
す
。
な
お
、
夫
の
厚
生
年
金

に
加
算
さ
れ
て
い
る
加
給
年
金
は

繋
が
何
歳
に
な
っ
た
と
き
に
は
支

給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

あ
な
た
が
仮
に
、
国
民
年
金
に

加
入
し
な
い
場
合
に
は
、
あ
な
た

の
年
金
の
受
給
に
必
要
な
加
入
期

間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
に
無

年
金
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
必
ず
加
入
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ー・圃圃・

-雪解けとともに、道端に犬のふんが目立

ちはじめてきました。

散歩するときは必ず、ビニール袋を持

ち歩き、ふんの始末をしましょう。

ふんの後始末は、飼い主のっとめです。

.犬の放し飼いは絶対にやめましょう。
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第7固ふれあいスポーツ

2月23日、 GS大会と歩くスキー大会がピリカスキ

ー場、ピリカ遺跡ふれあい歩くスキーコースで開催さ

れ、応援も含め350人が参加しました。

道南はじめ各地から多数の選手が大回転競技や歩く

スキー大会でさわやかな汗を流していました。

達哉(今金町)

央絵(上ノ国町)

紀彦 Ut柏山町)

詠美(北槍山町)

剛大(熊石111]")

智美 (八雲町)

順一 (jt槍山町)

梓(八雲町)

智之(今金町)

重信 (江差町)

史人(八雲町)

彰宏(倶知安町)

安夫(北槍山町)

七郎(函館市)

絹子(函館市)

(1位のみ)

.6. 
:z:l" 流ヲ~

J丸

E 

《距離競技 8 ~院(記録に挑戦) )) 

小 学 生男子 山本暢亮(北槽山町)

女子和田麻鈴(寿都町)

中 学 生 男子佐橋赴未(八雲町)

一般男子 (40歳~59歳)佐橋和明(八雲町)

(60歳以上)門間利美(洞爺村)

入賞者は次のとおりです。

男子伊藤

女子鈴木

男子真鍋

女子中谷

男子浜田

女子大泉

男子永平

女子大泉

高 校 生男子村本

一般男子A (J9-初歳未満)沢田

B (30-40歳未満)土橋

C (40-50歳未満)伊藤

D (50-60歳未満)渡部

(60歳以上)溝口

一般女子 C (40歳以上)平野

《大回転》

小学生 1・2年

小学生3・4年

卒
業
式
の
言
葉

美
利
河
小

6
年

将
生
君

山
口

雪
の
こ
る
美
利
河
の
地
に
、
も

う
す
ぐ
緑
明
る
い
あ
た
た
か
な
春

が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
日
、
沖
な

わ
出
身
の
ぼ
く
は
、

2
年
間
の
山

村
留
学
を
終
え
て
、
遠
く
は
な
れ

た
こ
の
北
海
道
の
美
利
河
小
学
校

で
卒
業
式
を
む
か
え
ま
し
た
。

美
利
河
小
学
校
で
過
ご
し
た
こ

の
2
年
間
は
、
い
ろ
い
ろ
な
友
だ

ち
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で

1
番
の
思
い
出
は
、

ス
キ
ー
で
す
。

は
じ
め
て
の
ス
キ
ー
を
す
べ
る

と
き
、
ぼ
く
が
頭
で
考
え
て
い
た

こ
と
は
、
す
い
す
い
す
べ
り
、
ザ

ッ
と
か
っ
こ
よ
く
と
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
し
か
し
、
じ
っ
さ
い
に
す
べ

小学生 5. 6年

生学由
-

• • 
の
で
す
が
、
美
利
河
に
来
て
あ
ま

り
ぜ
ん
そ
く
が
お
き
な
か
っ
た
こ

と
も
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
の

1

つ
で
す
。

ぼ
く
は
美
利
河
で
、
た
く
さ
ん

の
体
験
を
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

4
月
か
ら
は
中

学
生
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
美
利
河
で
学
ん

で
き
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
思
い

出
し
な
が
ら
、
い

っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
楽
し
く
、
く
い
が
の
こ
ら
な

い
よ
う
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
さ
と

お
や
の
み
な
さ
ん
美
利
河
の
み
な

さ
ん
、

2
年
間
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
生
方
、
西
村
の
お
じ
さ
ん
、

本
当
に
お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
。

在
校
生
の
み
な
さ
ん
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。

み
な
さ
ん
と
過
ご
し
た
楽
し
か

っ
た
時
間
を
、
ぼ
く
は
忘
れ
る
こ

と
な
く
心
に
き
ざ
ん
で
、
中
学
生

へ
の

一
歩
を
ふ
み
だ
し
ま
す
。
そ

し
て
、
部
活
動
や
新
し
い
、
英
語

の
勉
強
を
が
ん
ば
り
ま
す
。

さ
み
し
い
け
れ
ど
強
く
歩
き
出

し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
い

つ
ま
で
も
お
元

気
で
。さ

よ
う
な
ら

北
槍
山
警
察
署
か
ら

お
知
ら
せ

、、

ー
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
覚
せ

い
剤
の
怖
さ
知
っ
て
い
ま
す
か

1

少
年
に
よ
る
党
せ
い
剤
な
ど
の

薬
物
乱
用
が
培
え
て
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
地
域
か
ら
党
せ
い
剤

な
ど
の
薬
物
を
追
放
し
ま
し
ょ

-つ。ー
雪
解
け
と
共
に

悪
徳
業
者
が
来
町
し
ま
す

1

/ 

た
だ
で
物
を
配
る

(人
集
め
の
手
段
)

高
価
な
物
を
売
り
付
け
る(

方
法
)

た
だ
よ
り
高
い
物
は
な
い(

結
果
)

。
町
民
の
皆
さ
ん
十
分
気
を
つ
け

被
害
に
会
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
v

つ。

〕nυ 1
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北
檎
山
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今

金

交

番
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全
道
空
手
道
大
会
に
向
け

強

化

練

町
空
手
道
連
盟
、
町
空
手
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は

3
月

7
1
9
日

の
3
日
問
、
総
合
体
育
館
で
強
化

練
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

強
化
練
習
で
は
、
総
本
部
指
導

員
の
泉
谷
誠
三
さ
ん
を
招
い
て
、

5
月
に
開
催
さ
れ
る
全
道
空
手
道

大
会
に
向
け
行
わ
れ
た
も
の
で
、

選
手
た
ち
は

一
生
懸
命
指
導
員
か

ら
の
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
全
道
大
会
は
、

5
月
凶
・

日
日
に
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
全
道
各
地
か
ら
選
手
、
役
員
、

応
援
の
父
母
な
ど
約

6
0
0
人
が

来
町
す
る
予
定
で
す
。

• • 
E
レK

・
イmJ 物

品
(平成7年 3月 7日生まれ)

曙町 佐藤蔑則さん、奈津重さんの長宜

【親から】

最近は、ちょっとしかられると「百草

ないてる う かわいそうね-oJと言っ

て泣いた 7'Jをする技を身につけまし

た。もう少しでお姉ちゃんになります。

やさしいお姉ちゃんになってね。

の
一副
怠
一の
広
場

っ
て
み
る
と
、
ぼ
く
の
考
え
と
は

全
然
ち
が
う
も
の
で
し
た
。
今
で

は
、
友
だ
ち
と
楽
し
く
、
じ
よ
う

ず
に
す
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
は
じ
め
て
リ
フ
ト
に
乗

る
と
き
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ

ー
に
乗
れ
な
か
っ
た
の
で
、
と
て

も
不
安
で
し
た
。
今
で
は
か
ん
た

ん
に
リ
フ
ト
に
乗
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。今

年
は
、
ふ
れ
あ
い
歩
く
ス
キ

!
大
会
で
記
録
に
ち
ょ
う
せ
ん
を

し
ま
し
た
。

8
キ
ロ
の
き
よ
り
を

歩
き
、

2
位
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
牛
の
せ
わ
を
す
る

こ
と
も
、
は
じ
め
て
の
こ
と
で
し

た
。
は
じ
め
て
牛
を
見
た
と
き
、

牛
は
お
と
な
し
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
顔
を
さ
わ
っ
て
み
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
牛
に
つ
つ
か
れ
て
し

ま
い
、
と
て
も
お
ど
ろ
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
牛
の

せ
わ
の
し
か
た
が
、
だ
い
た
い
わ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
て

も
心
に
の
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
沖
な
わ
で
は
よ

く
、
ぜ
ん
そ
く
に
か
か
っ
て
い
た

砂佐藤

習、、

を1、

高美町今

【親方、ら】

元気一杯

誰にでも声をかけられる明るい干で

す。このままスタスク育ってほしいで

す。力 レンジャ と卵かけご飯が大好

きですロ

(平成6年 5月68生まれ)

勝さん、志乃枝さんの長男

β!I!>. '"'. 

健太ちゃん4今

;
;
;
;
;
;
;
 

は

る

ご

ひ

ゃ

く

ら

か

ん

え

〈

ぽ

一

春
う
ら
ら
五
百

羅

漢

の

笑

窪

か

な

今

村

白

井

子

企

ドロ一

ひ

あ

し

の

ふ

日
脚
伸
ぶ
こ
と
に
も
触
れ
し
旅
信

か

杉

本

あ

い

排ロh

科
目

か
た
め
き

か

お

い

し
ぼ
と
付

リ

イ

竪
雪
や
顔
の
ぞ
か
せ
し
石
悌

戸

海

凌

秋

草

か

り

お

ん

さ

さ

ね

や

よ

い

組

鍍

の

細

音

た

な

び

く

弥

生

か

な

狭

間

十

紀

夫

は

な

か

へ

や

や

よ

い

い

tr
花
の

香

の

室

い

っ

ぱ

い

に

弥

生

入

り

佐

藤

朝

子

H
W
こ
う
こ
う
や

Z
Zん
る
い
か
わ
や
よ
い
じ
ん

高
校
野
球
感
一
波
乾
き
弥

生

尽

阪

井

み

え

じ

?

っ

は

っ

さ

い

ひ

ち

ゃ

よ

い

十
八
歳
ス

l
ツ

で

展

く

弥

生

か

な

阿

部

和

子
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い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然

・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

(重点目標)

社会教育

だより
第246号

『
郷
土
の
歴
史
を
学
ぼ
う
』

後
志
利
別
川
は
、
私
達
の
住
む

台
地
や
平
野
を
つ
く
り
、
自
然
的

歴
史
的
風
土
を
育
ん
で
来
ま
し

た。
私
達
が
こ
の
郷
土
の
自
然
や
歴

史
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
生
活
を

楽
し
く
豊
か
に
す
る
た
め
有
意
義

な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
身
近
な
自
然
の
見
方
や
郷

土
史
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

左
の
よ
う
な
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

を
計
画
し
ま
し
た
の
で
多
数
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。今年度の地域研究セミナーは下

記の通り予定しています。

(変更の場合もあります)

原
則
は

一
年
間
で
す
が
希
望
の

講
座
の
み
で
も
よ
ろ
し
い
で
す
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
文
化

財
係
、

8

(
2
3
4
8
8
)

へ

「桧山海岸のおいたち」

「森の自然史と生態系」

「砂金をとろう j

「川の自然観察」

「旧石器時代を知る」

「農作物のゆくえ」

「サケのくる道」

「森の自然史と生態系j

「純文食に挑戦」

「雪と氷のふしぎ」

「かたちのふしぎ」

「むかしむかしの

特産品」

5/18 

6/8 

6/29 

7/21 

8/10 

9/7 

10/26 

11/9 

12/7 

1/24 

2/8 

3/8 

切~... ト.

剖・・・

美
利
河
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

十
年
前
の
地
域
の
状
況
は
、
国

鉄
瀬
棚
線
の
廃
止
ま
た
、
美
利
河

ダ
ム
工
事
が
最
盛
期
を
迎
え
、
過

疎
化
が
著
し
く
、
何
か
と
こ
の
地

域
が
変
遷
す
る
時
代
で
し
た
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
十
年

前
の
あ
る
飲
会
の
席
で
、
誰
と
な

く
「
飲
む
こ
と
ば
か
り
で
な
く
小

人
数
で
も
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
を
や

っ
て
み
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
早
速
地
域
の
方
々
に
「
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
爽
や
か
な
汗
を
流

し
ま
せ
ん
か
」
こ
ん
な
チ
ラ
シ
を

配
布
し
た
と
こ
ろ
、
集
ま

っ
た
の

• r. 

は
十
数
人
で
し
た
が
、
タ
イ
ミ
ン

グ
良
く
体
育
指
導
員

・
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
に
よ
る
地
域
巡
回
ス
ポ
ー

ツ
が
あ
り
、
そ
こ
で
ビ

l
チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

以
来
こ
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
に

取
り
つ
か
れ
、
学
校
開
放
事
業
の

一
環
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
取
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
。

今
日
ま
で
の
十
年
間
「
仕
事
で

か
く
汗
で
な
く
、
金
メ
ダ
ル
を
目

指
す
汗
で
も
な
く
、
時
に
は
仲
間

の
失
敗
や
珍
プ
レ

l
に
腹
を
抱
え

て
笑
い
合
う
、
和

気
あ
い
あ
い
の
雰

図
気
の
中
に
自
分

達
が
い
た
。
こ
の

地
域
で
、
心
臓
の

鼓
動
の
よ
う
に
脈

々
と
ス
ポ
ー
ツ
を

続
け
ら
れ
た
こ
と

は
、
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
す
。
こ
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
フ

を
支
え
て
く
れ
た

多
く
の
人
達
に
感

謝
し
つ
つ
十
周
年

を
喜
び
、
若
い
女

性
が
来
て
く
れ
る

と
何
故
か
張
切
っ

......... 体育協会会員募集のお知らせ~~~
本町の体育協会に加盟している団体は19団体で、それ

そ守れの分野で活動しています。入会希望の方、また詳し

いことについては、各団体連絡責任者まで。

問
い
合
わ
せ
は

二

三

四
八
八

昨年の「森林に学ぶ」から

社会教育への期待
転入者の視点から

昨
年

4
月
本
町
に

転
入
さ
れ
て

1
年
に

な
る
方
々
を
迎
え
て

社
会
教
育
モ
ニ
タ
ー

事
業
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
事
業
で
は

、

長
年
本
町
に
住
ん
で

い
た
方
々
と
は
違
っ

た
視
点
で
本
町
と
の

比
較
の
中
で
意
見
や
要
望
を
い
た

だ
き
、
今
後
の
参
考
に
し
た
い
と

の
考
え
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
は
、
少
人
数
な

が
ら
大
変
熱
心
な
懇
談
と
な
り
ま

し
た
。
先
ず
は
、
生
活
面
で
は
家

族
と
も
ど
も
楽
し
い
毎
日
を
送
っ

て
い
る
様
子
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

自
然
環
境
と
し
て
は
、
珍
し
い

「
オ
オ
ル
リ
」
と
言
う
野
鳥
が
繁

殖
し
て
い
る
こ
と
な
ど
私
た
ち
の

気
づ
か
な
い
貴
重
な
お
話
も
出
て

い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
石
器

づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
り
、

/ 

陶
芸
同
好
会
で
の
活
動
の
様
子
も

話
さ
れ
、
「過
疎
地
域
で
の
町
づ
く

り
」
に
感
動
し
た
よ
う
で
し
た
。

要
望
な
ど
の
意
見
と
し
て
は
、

北
部

3
町
で
の
広
報
や
情
報
提
供

に
よ
る
連
携
な
ど
が
あ
り
ま
し

た。
施
設
整
備
で
は
、
市
街
地
の
プ

ー
ル
や
文
化
セ
ン
タ
ー
、
そ
れ
に

歴
史
資
料
館
や
図
書
館
な
ど
も
欲

し
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
社
会
教
育
モ
ニ
タ
ー
事
業

が
本
町
の
町
づ
く
り
・
人
づ
く
り

に
客
観
的
な
意
見
と
し
て
生
か
さ

れ
る
よ
う
念
願
す
る
も
の
で
す
。

(12) 
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て
し
ま
う
人
が
い
る
が
、
誰
だ
っ

と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
健
康
で
何

時
ま
で
も
続
け
た
い
。

ま
た
、
最
も
嬉
し
か
っ
た
の
は

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
愛
情
が
芽
生

え、

二
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し

た
こ
と
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

美
利
河
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

盆
も
正
月
も
な
く
、
毎
週
水
曜
日

の
十
年
間
、
爽
や
か
な
汗
を
流

し
、
正
に

「継
続
は
カ
な
り
」
を

小
さ
な
地
域
の
大
き
な
実
践
と
し

て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
証
明
し

• (. て
く
れ
ま
し
た
。

3
月
7
日
に
は
、
十
周
年
記
念

交
流
会
が
行
わ
れ
、
夜
の
更
け
る

の
も
忘
れ
て
、
恩
い
出
話
、
苦
労

話
に
花
を
咲
か
せ
交
流
を
深
め
ま

し
た
。さ

て
、
皆
様
の
地
域
で
は
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
し
て
い
ま
す

か
、
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
に

出
前
・
出
張
す
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
巡

回
指
導
、
指
導
員
派
遣
教
室
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
の
で
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

*
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係

加盟団体名 連 絡 先 電話番号
野 球 連 盟 柏田泰明(大和町) 2 -0648 
バレーボール専門部 山田 哲也(卜7ンケン) 2 -3603 
バスケットポールクラブ 佐渡一宏(商栄町) 2 -1776 
バドミントン連盟 佐渡民子(南栄町) 2 -1776 

ソフトアース連盟 川島紀邦(末広町) 2 -0297 

卓 球 連 盟 再1J I [ 康男(両美IJlJ) 2 -3534 
員IJ 道 連 盟 士百本 利光(大和町) 2 -1368 
柔 道 連 盟 小酋 惰(寒昇) 2 -2727 
空手道連 盟 森 英雄(南町) 2 -0106 
山 岳 JZh ミ 津村好見(金原) 2 -2894 

スキ 連盟 伊勝 良智(金原) 2 -2932 

陸上クフ フ J I [崎 究(神丘) 2 -0597 
ソフトボール連盟 松 村 康 弘 ( 南 町 ) 2 -1039 
サッ力 クフブ 住吉 淳(南 町) 2 -2338 
ゲートボールクフブ 山北幸好(八幡町) 2 -0965 
パークゴルフクフブ 庫7c 正巳(八幡町) 2 -1722 
ピリカスノ ポ ド愛好会 谷詰雅裕(同J美町) 2 -3659 
歩くスキークフブ 細田 征夫(両美IIIJ) 2 -1612 

軟式アースクラブ 小池利雄(末広岡J) 2 -0107 

* 泳 ↑お 会 中島光弘(両美町) 2 -2678 

平成 9年度今金町体育協会加盟団体一覧

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

*水泳協会については平成 9年度加盟予定団体です。

《

4
伺
》

ω日
山
川
社
会
体
育
施
設
利
用
団

体
代
表
者
会
議

ω
∞
総
体

は
日
間
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
会
議

山
口
∞
総
体

日
日
制
今
青
協
総
会

ゆ
∞
学
習
セ
ン
タ
ー

同
日
制
文
化
財
保
護
委
員
会

日
開
山
教
委
会
議
室

げ
日
中
川

N
Z
友
好
協
会
総
会

凶・

ω学
習
セ
ン
タ
ー

同
日
幽
こ
ど
も
会
連
合
会
総
会

凶
・
∞
学
習
セ
ン
タ
ー

引

μ
日
叩
ス
ポ
少
本
部
総
会

Q

d

A

U

公
hy食品下

l
o
t
+
 

2
日
制
社
教
委
員
・
体
指
委
員

合
同
会
議

内
∞
学
習
セ
ン
タ
ー

μ
日
同
体
育
協
会
総
会

ω
∞
総
体

お
日

ω
青
年
会
議
総
会

ゆ

ω学
習
セ
ン
タ
ー

H

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日

ω教
委
会
議
室

お
日
叩
地
域
体
育
担
当
者
会
議

ω
∞
総
体

初
日
刷
ふ
る
さ
と
移
動
美
術
館

企
業
連
携
会
議

目

。∞
教
委
会
議
室

今
金
町
文
化
協
会
役
員

会
総
会

川
口
∞
学
習
セ
ン
タ
ー

(13) 

" 



4~~ø?)ロ告会目診

監
査
委
員
に

辻

忠

生

さ

ん

選

任

辻
忠
生
さ
ん
(
本
町

・
四
四
歳
)

が
新
た
に
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

辻
さ
ん
は
黒
沢
章
監
査
委
員
の

退
任
に
伴
う
も
の
で
、
任
期
は
平

成
9
年

3
月
凶
日
か
ら
平
成
凶
年

3
月
日
日
ま
で
の

4
年
間
で
す
。

献
血
の
お
知
ら
せ

4
月
辺
日
(
火
)
は
献
血
の
日

で
す
。
採
血
の
前
に
は
必
ず
医
師

が
診
察
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

記

O
役
場
前

午
前

9
時

1
午
前
日
時
ぬ
分

。
テ

l
オ

l
今
金
庖
前

午
後
1
時

1
午
後

2
時
凶
分

。
農
協
横

健診を受けて明るい健康づくり

4月みんなの健康

午
後

2
時
鈎
分

1
午
後

4
時
初
分

《
保
健
福
祉
課
》

労
災
保
険
(
労
働
保
険
)

の
説
明
会
等
の
お
知
ら
せ

函
館
労
働
基
準
監
督
署
は
、
労

働
保
険
年
度
更
新
の
時
期
に
と
も

な
い
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
受
講
で
き
な
い
方
の
た

め
に
、
申
告
書
の
作
成
指
導
、
申

告
書
の
収
集
等
の
相
談
も
実
施
し

ま
す
。

記

。
労
働
保
険
、
年
度
更
新
説
明
会

会

場

江

差

地

方

合
同
庁
舎

・
日
時

4
月
げ
日

目

・却

1
凶

ω

。
申
告
書
、
納
付
相
談
並
び
に
申

告
書
収
集
日

・
会

場

今

金
町
商
工
会

.
口
U
昨
吋

5
月
7
日

qυ

ハ
U

}
「ひ

ハ

U

1
1

ハU
41

1
i

n
u

.
持
参
書
類

川
労
働
保
険
申
告
書

ω確
定
保
険
料
算
定
基
礎
資
金
集

計
表

ω労
働
保
険
料
等

※
お
問
い
合
わ
せ
先

函
館
労
働
基
準
監
督
署

8
0
1
3

8

n

1
2
7
6
 

• 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら

お

知

ら

せ

北
槍
山
職
業
相
談
室
へ
の
職
員

派
遣
日

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

5
月
分

日
時

1
げ
時

9
時
i
u
時

幻
日

は
時

1
げ
時

辺
日

9
時
i
ロ
時

な
お
、
北
恰
山
織
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
職
員
派
遣
日
に
は
職
員
が

取
り
扱
い
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣

日
以
外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す。。
お
問
い
合
わ
せ

・
ハロ
l
ワ
l
ク
函
館

8
0
1
3
8
m
o
7
3
5
 

.
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
重一

8
0
1
3
7
6
1
2
1
2
5
0
9
 

.
北
袷
山
職
業
相
談
室

8
4
5
7
2
4
 

7 
日

8 
日

国
保
病
院
か
ら

お

願

L 、

国
保
病
院
は

入
院
患
者
さ
ん

項 目 対 車 者 実 施日 時 問 対象地区 実施会場 備 者

一般住民関係

一般相談 全住民 14日(月) 10:00 -12:00 全地 区
総 合福祉施設内

健康相親(血圧測定 尿検査)
保健センタ

一般相談 全住民 21日(月) 10:00 -12:00 " " N 

一般相談 全住民 5月12日(月) 10:00 -12:00 " N H 

乳幼児関係

乳児相談 生後 3， 6， 9ヵ月児 22日 (火)
畳付時間 全地区

総合福祉施設内
健J，I，相談身体計測

9:00 - 9: 15 保健センタ

離乳食E講習会 生後4-11ヵ月児 22日 (火) 10:00 -12:00 H " 栄養士による諦荘と調理実習

乳児他診 生後4，7，10，12ヵ月児 17日 (木)
受付時間

H " 
身体計測 医師診察歯科

13:00 -13: 15 相談・栄養相談・健康相談

3蹴児健診 3歳 2、 3， 4ヵ月 児 24日 (木)
畳付時間

" 
N 

身体計開・医師詰型歯科横器

13:00 -13:15 相龍栄4開設・陸出相暗主犀憤査

すくすく子育てダイヤル 就学前までの胡問のいる毘撞者 9日 (水) 9:00 -12:00 H 2-2780 電話 による、心配事相談

妊産婦関係

妊婦健診 妊婦の方 8日(火)
受付時間 全地区

総合福祉施設内 尿検査 ・歯科相談 ー健康

13:00 -13:30 保健セ ンタ 相談 ・医師診察 (有料)

お知らせ

会《ポ リオ予防接種》日程 ・内容につきま しては 個別に通知致します。

(保健福祉関l探健福祉係 ・国保係)

予防接種を受けるために

/ 

9 . 3 .10 

社会福祉協議会だより
出光の皇学園、 12寿闘、社会福祉協議会への多額のこ。寄付、

ご厚話あ りがと うこaざいま した。

(敬称略)

《埼玉県》 八重 僅 年

メ9 井 良 関 口 ウ メ

《江別市》 油 家 慶 明

えべっ明友荘 井一 キf 悦 子

大 木 永 黒 須 隆 三 郎

《今金町》 遠 目指 茂

平日 田 房 子 長谷川 政 日百

いしかわスポーツ 1兵 回 ま ど か

4入， 村 土品 子 平 井 正 人

伊 藤 綱 義 中 '1') 恭 子

大 倉 1']' 止産 宮 i崎 恵 美

金 j畢 民 男 岸 本 義

の
清
拭
な
ど
に
使
用
す
る
綿
製
品

が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
に
余

っ
て
い
る
も
の
、

ま
た
、
使
用
済
み
で
不
要
と
な

っ

て
い
る
綿
製
の
ρ
パ
ス
タ
オ
ル
、

タ
オ
ル
、
シ
ャ
ツ
μ
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
連
絡
先
国
保
病
院

8
2

0

2

2
1
 

• 予
防
接
種
が

『
受
け
な
く
て
は

い
け
な
い
』
も
の
か
ら

『
受
け
る

よ
う
に
つ
と
め
る
』
と
い
う
よ
う

に
変
わ

っ
た
こ
と
は
ご
存
じ
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
保
護

者
の
方
が
お
子
さ
ん
の
日
常
の
状

態
を
見
な
が
ら
か
か
り
つ
け
の
医

師
の
も
と
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

と
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
、
保
護
者

の
方
の
自
主
性
に
ま
か
せ
よ
う
と

の
事
か
ら
で
す
。

『義
務
』
で
は
な

く
な

っ
た
訳
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど

の
子
供
が
予
防
接
種
を
受
け
て
い

る
こ
と
で
伝
染
病
の
流
行
が
抑
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
た
と
え
そ

の
病
気
に
か
か

っ
て
も
、
予
防
接

種
を
受
け
て
い
れ
ば
、
軽
く
済
ん

で
し
ま
う
場
合
が
多
い
こ
と
を
考

え
る
と
や
は
り
、
受
け
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

本
町
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
期
間
が
決
ま

っ

て
い
ま
す
。
個
別
に
通
知
を
出
し

て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
お

知
ら
せ
は
標
準
的
な
接
種
年
齢
の

お
子
さ
ん
に
出
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
子
さ
ん
の
体
調
を
確
認

し
、
で
き
る
だ
け
そ
の
時
期
に
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
ど
う
し
て
も
体
調
等
が

悪
く
、
受
け
る
機
会
を
逃
が
し
て

(14) 

交
通
安
全
に
役
立
て
と
吉
田
清
志
さ
ん

が
町
長
に
寄
付
を
手
渡
し
ま
し
た
.

し
ま
い
、
個
別
通
知
も
来
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
保
健
婦
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
(
各
予
防
接
種
の
時

期
は
広
報
の
日
程
表
に
お
知
ら
せ

と
し
て
の
っ
て
い
ま
す
の
で
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
)

ま
た
、
し
ば
ら
く
の
間
風
疹
に

つ
い
て
は
小
学
1
年
生
と
中
学
生

も
対
象
と
な

っ
て
い
ま
す
。
(
注
・

全
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
)
風
疹
が

最
も
恐
ろ
し
い
の
は
、

妊
婦
初
期

に
か
か

っ
て
し
ま
う
と
、
胎
児
に

影
響
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
将
来
妊
娠
す
る
可
能
性
の
あ

る
女
子
は
も
ち
ろ
ん
、
妊
娠
中
の

奥
さ
ん
に
風
疹
を
う
つ
し
て
し
ま

う
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
男

子
も
き
ち
ん
と
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
風
疹
予
防
接
種
は
、

ー

回
接
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

予
防
接
種
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
総
合
福
祉
施
設
「
と

し
べ

つ」

保
健
婦
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

。
〕Fh 1

 
〔
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2月末現在

前月対比

7， 320人(ム 5) 

3， 531人(ム 1) 

3， 789人(ム 4)

2， 588世帯( 1 ) 

住民の動態

口

数男

女

帯

人

世

やや今
(今金)82 -0324 

(今金)82-0221 

(北槍山)84-5011 

(今金)82-0057 

(北柏山)84-5321 

(今金)82-0221 

(北袷山)84-5011 

休日当番医

富田医院

今金町国保病院

道南ロイヤル病院

岩間医院

北檎山町国保病院

今金町国保病院

道南ロイヤル病院

4月13日

20日

27日

29日

5月3日

4日

5日

稔明)大和町

秀悦)神丘高台

晃一)八幡町

晃一)八幡町

者

者

者

者

護

諮

護

諮

}

保

保

保

保

う

(

(

(

(

と

日

日

日

日

で

ロ

お

3

3

め

月

月

月

月

お

2

2

3

3

つ

ん

ん

ん

ん

よ

h

h

h

じ
月
織
吐
太
く
久
品
俊

ん
は士
む
ご
混
み
弥
み
弥

た

鹿

お

霊

山

図

八

中

林

林

~おくやみもうしあげます

立花竜基むゃん 2月18日 7ヵ月寒 昇

岡本紀子t!/~ 2月20日 47歳寒 昇

多国キクさん 2月21日 85歳東 町

大場昭三さん 2月22日 68歳白 石

尾崎クサ子さん 3月4日 61歳南 町

吉田鶴吉さん 3月6日 88歳寒 昇

山田ミツコさん 3月11日 59歳神丘高台

3月18日受付分まで

※いつまでもおしあわせに記載した坂井麻紀さ

んは阪井麻紀さんの誤りでした。訂正してお

わびいたします。

春
の
全
国
交
通
安
全
週
間

4
月
6
3叩
日

子
ど
も
を
交
通
事
故
ガ
ら
守
る
た
め
に

。
子
ど
も
と
一
緒
に

出
か
け
る
と
き
は

子
ど
も
の
手
首
を
し
っ
か
り
握

り
、
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
通
学
な
ど
の
ル

ー
ト
を
子
ど
も
と
一
緒
に
歩
き
、

子
ど
も
の
回
線
で
確
か
め
ま
し
ょ

う
。
子
ど
も
の
視
野
は
大
人
よ
り

狭
い
こ
と
、
身
長
の
違
い
か
ら
視

点
も
低
い
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま

す
。
雨
の
日
や
夜
間
は
明
る
く
目

立
つ
服
装
を
し
、
反
射
材
を
使
用

:。
し
ま
し
ょ
う
。

ー

I
l
o
1
1
1
O
l
--

O
運
転
す
る
ひ
と
は

子
ど
も
は
い
つ
道
路
に
飛
び
出

し
て
く
る
か
、
予
測
が
つ
き
ま
せ

ん
。
特
に
、
公
園
や
裏
通
り
な
ど

子
ど
も
の
遊
び
場
所
近
く
を
通
る

と
き
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
車

を
運
転
す
る
と
き
、
車
の
陰
か
ら

飛
び
出
す
こ
と
が
な
い
か
、
確
か

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ちょっとユニークな看板を見つけました
(この川は東経140。∞に位置します)

/ 

「幼
稚
園
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
」

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
よ
り
日

頃
の
活
動
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
.

発
f寸
/ 
北
海
道

乙書
役
場

削
②
0
1
1
1番

l
 

n
h
V
 

1
 

〔

編
集
後
記

私
が
、
異
動
し
て
き
で
早
い
も

の
で
、
ほ
ん
の
数
日
で

1
年
が
立

ち
ま
す
。

1
年
間
を
振
り
返
る

と
、
取
材
し
て
広
報
に
掲
載
で
き

な
か
っ
た
り
、
誤
字
、
脱
字
な
ど

数
え
る
と
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
に
こ
の
場
を
か
り
て
お
詫

び
し
ま
す
。

ま
た
、
行
事
、
近
所
の
人
が
こ
ん

な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
な
ど
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

4
月
か
ら
広
報
「
い
ま
か
ね
」

が
A
サ
イ
ズ
に
な
り
少
し
見
や
す

く
な
る
は
ず
で
す
。
ご
朗
読
お
願

い
し
ま
す
。

m
M

年
の
記
念
行
事
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
の
で
参
加
し
て
下
さ
い
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


